
様式２

北海道倶知安農業高等学校の行動計画(グローカル・アグリハイスクール宣言)

全国の農業高校の行動計画 学校において令和２年度に重点化した取組の実現状況・課題

「５つの基本方針」 「10の行動計画」 行動計画の中で重点化する取組 実現状況 課題 評価

Ⅰ ①「生徒一人一 ・地域性を活かして、農業教 ・地域の特産物の生 ・最新農業技術の知

グローカル教育 人を一層成長 育の質を向上さ、生徒が達成 産からアンテナショ 識を身に付け、実践 ４
で人材を育てる させる」教育 感を実感できる取り組みを充 ップでの販売。生産 できる体制を整えて

学校 を行います。 実させる。 物の加工調理。 いく。

②「世界と日本 ・農業の国際化に対応したグ ・ジャガイモでのJGA ・GAP継続認証、新

をつなぐグロ ローカルな教育活動を展開す P認証の継続に向けた 規認証に向けた取り

ーカル」教育 る。 取り組みの実施。 組み。 ４
を行います。 ・地元外国人経営者 ・英語科と連携した

からの講演。 教科横断的な取り組
みの充実。

Ⅱ
地域社会・産業 ③「地域農業の ・地域の特色を生かした生産 ・ようてい和牛ブラ ・地元の農家と連携

に寄与する学校 生産を支える」 技術の学習を展開し、地域を ンド化に向けた自給 した共同研究に向け

教育を行いま 支える人材育成を目指す。 飼料の製造方法につ た取り組みの充実。 ５
す。 いて分析し、実証試

験を実施。

④「地域の農業 ・農業の６次産業化の学習を ・地元酒造メーカー ・外部機関、地元企

関連産業に寄 展開し、地域産業を担う人材 と連携し、本校産の 業とのさらなる連

与する」教育 を育成する。 酒米を原料とした日 携。 ５
を行います。 本酒の製造・販売を ・販路の拡大や情報

実施。 発信を強化し人材育
Ⅲ 成の確保に繋げる。
地球環境を守り
創造する学校 ⑤「地球環境を ・持続可能な農業生産への取 ・第３者機関である ・高品質な低タンパ

守り創造する」 り組みを充実させる。 北海道有機農業研究 ク米の生産に取り組
教育を行いま 協議会から特別栽培 む。 ４
す。 米の認証。 ・SDGsを意識した農

・SDGsを意識した農 業生産の取り組みを
業生産の取り組み。 継続させる。

⑥「食農」教育 ・食農教育を推進し、医食同 ・地元小学生と交流 ・活動内容の情報発

を推進します。 源の取り組みを創出する。 し、ジャガイモや米 信を定期的に行い、
の栽培を通して、食 食と健康についての ３
と健康について考え 重要性をPRする。
ることができた。

Ⅳ
地域交流の拠点
となる学校 ⑦「地域資源を ・地域未利用資源の活用や地 ・澱粉かすを飼料に ・地元の自然の恵

活用する」教育 域の人材、自然の恵みを積極 添加しサイレージ化 み、廃棄されるよう

を行います。 的に活用する。 して給与した和牛飼 な副産物を使用した ４
育を実施。 商品および生産物の
・酒粕を利用した商 研究を行う。
品開発。

⑧「地域交流の ・カフェ、アンテナショップ ・本校生産物を使っ ・外部への宣伝、情

拠点となる」 の充実を図り、地域交流の拠 たメニューで、テイ 報発信によるPR。営

教育を行いま 点とする。 クアウトのランチボ 業時間の検討、食材
す。 ックスを販売。 の確保。 ４

・異年齢交流を通し、指導性 ・栽培や飼育を通し ・交流先との日程調

と社会性を育成する。 て幼稚園や小学生と 整が必要。
の交流を実施。

⑨機関・団体と ・地域と連携し、就農促進に ・企業と連携し、農 ・今後も関係機関と

連携した」教 向けた取り組みを実施する。 業の最新技術につい 連携を図り魅力ある
育を行います。 て実演の実施。 研修会（スマート農 ３

業等)を実施する。
Ⅴ
地域防災を推進
する学校 ⑩「地域防災を ・地域防災に努め、危機管理 ・JGAP認証を通して ・継続認証を通して

推進する」教 に対する意識を高める。 農場の掲示・マニュ 今後も安全教育を推
育を行います アルやリスク管理に 進する。 ４

ついて整備。


